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研究要旨 

 RASopathiesは、特異的顔貌・心疾患・骨格異常・精神遅滞・皮膚症状・易発がん性を示す常染色

体優性遺伝性疾患であり、RAS/MAPKシグナル伝達経路におけるさまざまな分子の異常がその原因

となる。分担者らはサンガー法によるスクリーニングや網羅的遺伝子解析系を用いて本疾患の遺伝子

診断を行っているが、本研究ではその遺伝子型と臨床型の相関について検討を行った。今回は特に最

近同定されたNoonan症候群の原因遺伝子LZTR1の解析を行い、そのバリアントの分布と臨床症状に

ついて検討を行った。これまでに収集した20歳以上のRASopathies患者15人についてのADLや現在の

生活場所や学校・職場などの情報を収集した。 
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Ａ．研究目的 

 ヌーナン症候群、コステロ症候群およびCFC

（cardio-facio-cutaneous）症候群は、心疾患・骨

格異常・中等度～重度の精神遅滞や発達障害を

示す先天奇形症候群である。いずれの疾患につ

いても遺伝子診断が導入され他の類似疾患との

明確な鑑別が可能となってからは、まだ日が浅

い。そのため、各疾患の自然歴や長期予後は不

明である。さらに、患児（患者）の育児・教

育・療育・介護における問題点や課題について

も不明な点が多い。これまでに本疾患の暫定的

な診断基準を作成してきたが、これまでに小児

慢性特定疾病と指定難病指定のために診断基準

を作成した。本研究で遺伝子診断による表現型

の検討を行ない、診断基準の作成や合併症の把

握や対応を目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

遺伝子変異陽性の RASopathies患者において

臨床症状を検討し、特に思春期・成人期におけ

る合併症・自然歴・QOLを明らかにする。遺

伝子変異陽性の患者に対して臨床症状シートを

収集するとともに、成人に対しては QOLシー

トも収集する。 

 

 

（倫理面への配慮） 

 本研究における遺伝子解析研究は３省庁の

「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指

針」に沿って行った。本研究は、すでに東北大

学大学院医学系研究科倫理委員会の承認を得て

いる（承認番号 2015-1-630）。また疫学研究に

関しては疫学研究に関する倫理指針に沿って行

った。疫学研究に関しては、東北大学大学院医

学系研究科倫理委員会の承認を得ている（承認

番号 2014-1-362）。 
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Ｃ．研究結果   

1）遺伝子変異陽性者における臨床症状の検討 

分担研究者らは全国から RASopathies遺伝子

診断に依頼に対応し遺伝子解析を行ってきた。

今回新規原因遺伝子として RRAS2を同定し、

機能解析を行い報告した。 

これまでに原因が同定されていなかった日

本人患者において、2013 年に Yamamoto らが

同定し発表した LZTR1 と 2016 年に報告され

た PPP1CB についてスクリーニングを行い 7

人の患者に LZTR1 のレアバリアントが、1人

に PPP1CB のバリアントが同定し報告した(梅

木ら、Hum Genet 2019)。 

今年度はさらに LZTR1 バリアントが同定さ

れた患者における遺伝形式と臨床症状を検討

したが、LZTR1 のヘテロ接合体で変異が同定

されていた患者において新たに LZTR1 のイン

トロンの変異が同定され、大部分の患者にお

いて常染色体劣性遺伝形式をとる可能性も示

唆された。 

   

2）成人患者の臨床症状についての検討 

 これまでの遺伝子解析で20歳異常の患者にお

いては通常の臨床症状intakeの他に成人用ADL

調査用紙を送付し、主治医から情報収集を行っ

た。全国調査を行った2012年以降では、15人の

成人患者について調査票を配布した。13人の年

齢は20代が8人、30代が3人、40代が3人、50代

で1人であった。臨床診断としてはCFC症候群

が7人（うちBRAF変異が5人、MAP2K1変異が1

人、MAP2K2変異が1人）、Noonan症候群が6人

（KRASが2人、PTPN11、RIT1、SOS1、SOS2

が各1人）、NSMLが1人、Costello症候群が1人で

あった。CFC症候群の中で情報を収集できた7

人では、精神遅滞の程度は5人が最重度、1人が

重度精神遅滞、1人は軽度精神遅滞、会話につ

いては不能が４人、簡単な会話可能が3人であ

った。現在の生活場所は6人が自宅、1人は不明

であり、知的障害者通所施設などの施設への通

所は4人、なしが2人、不明が1人であった。 

 ヌーナン症候群では精神遅滞無しが1人お

り、残りは軽度遅れがあるものの生活には支障

なく、就職して働いている人もいた。 

 他の成人患者における臨床症状で特記すべき

もののとして2人のNoonan症候群患者に冠動脈

瘤の増大を認めた患者を経験した。1人は40歳

男性であり、循環器科受診時に左右冠動脈瘤と

僧帽弁のcolapseを認めた。その後遺伝子診断に

よりKRAS変異が同定され、Noonan/CFC症候群

と診断された。もう1人は44歳男性で、肥大型

心筋症、精神遅滞、ヌーナン症候群を疑わせる

特異的顔貌を有していた。紹介時、左前下降枝

の走行異常と、右冠動脈と、左冠動脈主幹部に

動脈瘤を認めたためバイパス手術を受けた。遺

伝子解析にてPTPN11のc,1517A>C (p.Q506P)が

同定されNoonan症候群と診断できた(Yamamoto 

M et al, 2020) 

  

D．考察 

 本研究にて分子診断に基づく RASopathies の

原因解明と臨床症状の詳細が明らかになって

きた。新規原因遺伝子 LZTR1 についてはまだ

バリアントの病原性やその臨床症状との相関

が明らかになっていない部分が多く、今後遺

伝子変異陽性者の同定と臨床症状の評価が必

要と考えられた。  

 RASopathies の成人における症状や生活、自

然歴などはまだ明らかではない。私たち研究

班では、2012 年の全国調査時に、15人の

Costello 症候群・CFC 症候群成人患者の報告を

行った。今回は 15人の成人患者の生活歴など 

を含めた調査を行った。CFC 症候群と Noonan

症候群の情報についてそれぞれ 7人、6人が収

集されたが、CFC 症候群では精神遅滞が最重

度・重度の精神遅滞は 6人であった。Noonan

症候群では軽度知的障害や学習障害をある者

もいるが、生活には支障なく生活を行ってい

た。しかしながら、KRAS と PTPN11 変異を持

つ 40代の成人患者に冠動脈の走行異常や冠動

脈瘤が見られた。2019 年には、フランスの

NSMLの患者においても巨大な大動脈瘤合併

の報告があり、RASopathies 成人患者の合併症

として冠動脈瘤も留意する合併症である可能

性が示唆された。 

 

 

Ｅ．結論 

 LZTR1 のバリアントの分布と臨床症状と合

併症を詳細に検討した。RASopathiesの網羅的

遺伝子解析系を構築し同定した RRAS2変異を

持つ患者の臨床症状を検討した。RASopathies

成人患者 15人の生活状況や臨床症状を解析

し、2人の患者に冠動脈瘤の合併を認めた。 
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